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NTTコミュニケーションズ（NTT Com）イノベーショ
ンセンター プロデュース部門では「 ５ 年，10年先の未
来を見据えた世界観を想定し，社内外と共創しながら新
たな価値を創造することで社会に貢献し，“お客さまか
ら信頼されるNTT Com” でありたい」という思いから，
さまざまな業種業態のお客さまとの共創によるxTech
ビジネスを推進しています．同部門では以前より社内シ
ステムで使用してきた「API Gateway」の構築 ・ 運用
ノウハウを活用し，2014年よりお客さま向けに同サービ
スの提供を行っております．さらに，「API Gateway 
as a Service（API-GWaaS）」 を 軸 と し た 「API 
Mash up」によるパートナー機能も含めた，市場変化が
激しいお客さまビジネスに対するさまざまな「新たな価
値創造」 をスピーディかつ容易に創り上げる技術力とノ
ウハウを持っています．またNTT Comは，通信キャリ
アとして，長年データの利活用を目指したさまざまな

「データ」の「流通」「交換」を生業としています．デー
タの 1 つとしての「通貨」に着目し，そのデータの「価
値交換」により「新しい常識」を創出するこの「FinTech」
は、NTT Comの本業を徹底的に活かした「デジタル事
業」です．「FinTech = 〇〇Payの電子マネー」が取り
上 げ ら れ る こ と が 多 い 中，NTT Comは「Center B 

（LOB） ビジネス」のDXに貢献し，より多くのお客さま
にご活用いただける「FinTech」サービスを提供してい
ます．今回のジェーシービー（JCB）様との世界初の
外貨為替レート保証付き 多機能モバイルウォレット

「JCB Mobile Wallet（仮称）」の共同開発は，その一
例です．

JCBとNTT Comは，世界初の外貨為替レート保証付
きモバイルウォレット「JCB Mobile Wallet（仮称）」
の実証実験を10月から開始しました．
■「JCB Mobile Wallet（仮称）」の特長
「JCB Mobile Wallet（仮称）」は，JCBブランドのバー

チャルプリペイドカードをアプリ上で即時発行でき，
キャッシュレス決済やモバイル上での送金，アカウント
の利用可否設定，優待店のマップ検索等，モバイルなら

ではのさまざまなサービスをご利用いただける多機能
ウォレットです（図）．

また留学生，ビジネスパーソン，在留外国人の方々の
日常の決済から外貨管理まで，以下 ３ つの「Multi」で
サポートします．

（1）　Multi Currency
22の通貨に24時間いつでも両替可能で，「期間保証」

と「リアルタイム」の 2 つから両替レートを選択できま
す．「期間保証レート」は，14日以内であれば，使わなかっ

図　「JCB Mobile Wallet（仮称）」のイメージ画面

※画像はイメージです．
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た外貨を元の為替レートで自国通貨に戻すことができる
サービスです．

（2）　Multi Account
家族や法人で複数のアカウントが利用可能です．例え

ば，留学中のお子さまのサブアカウントに，家族が24時
間いつでもチャージすることができます．また法人アカ
ウントにおいて，海外出張者のサブアカウントごとに残
高管理をすることも可能です．

（３）　Multi Service
レストラン予約やタクシー配車などのさまざまなサー

ビスを，シームレスにご提供します．
■実証実験の概要
「JCB Mobile Wallet（仮称）」のUI/UXの検証や搭

載機能/サービスのニーズ調査，商用化に向けたフィー
ドバックの収集を行います．

①　実施期間：2020年10月～11月
②　対象者：JCB ・ NTT Com関係者
③　実証実験における両社の役割
・ JCB：「JCB Mobile Wallet（仮称）」のサービス

企画 ・ 開発
・ NTT Com：「JCB Mobile Wallet（仮称）」のサー

ビス企画 ・ 開発，レート保証型外国為替情報ならび　　
に， 取 引 情 報 の デ ー タ 流 通 サ ー ビ ス「Home 
Currency Anywhere®」と，他サービスとのAPI接
続を一元的に管理しスピーディかつ容易に実現する

「API Gateway as a Service」を活用したシステ
ム企画 ・ 運営

■今後の展開
各国の決済環境に応じて，モバイルでのタッチ決済

（NFC），QRコード決済取引や連携するカードでの決済
等を幅広くサポートし，さらには，各国のモバイルマネー
のオンライン接続や残高交換を実現するNTT Comの

「Wallet Exchange®」とも連携し，利用シーンの拡大
を図る予定です．

今後両社は，「JCB Mobile Wallet（仮称）」を安全 ・
安心にご利用いただけるようセキュリティ対策を講じた
うえで，実証実験での結果を基に，2021年中の日本およ
びアジア圏での商用化をめざして，サービス開発を進め
ていきます．

Home Currency Anywhere®（HCA）は，外国為替
レートおよびリファンドレートを一定期間保証するオン
ライン外国為替情報と取引情報のデータ流通サービスで
す．前述のCenter Bビジネスに対して「自国通貨表示/
決済」というクロスボーダービジネスでの新たな顧客体
験価値を付け加えることで，ビジネスを大きく成長させ
ることをめざします．同時に旅行者やビジネスパーソ
ン ・ 海外居住者などのエンドユーザには，為替変動リス

クの考慮が不要になります．
現在，沖電気工業株式会社様との共創も開始しており，

同社が提供する「SDBC（スマートデバイスビジネスコ
ネクター）」や「CounterSmart（カウンタースマート）」
にHCAを組み合わせたセルフ端末向け新サービスの共
同開発を行っています．今後NTT Comは，With/After
コロナの非対面接客 ・ 店舗運営効率化を進めると同時
に，特にアジア各国の電子マネー事業者をオンラインで
連携し，外貨両替に加えて残高の相互チャージを実現す
る「Wallet Exchange®」を提供する予定です．

NTT Comは，DX Enabler®としてお客さまビジネス
のDXを推進し，「Center B （LOB） ビジネスを新たな
ステージ」へ誘えるよう貢献していきます．また，
NTTグ ル ー プ 企 業 と 連 携 を 強 化 し，FinTech含 む
xTechを強みとした「ビジネスの新たな可能性を創造」
し，それを実現します．
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